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１．概要（Summary） 

共役系高分子のドーピング状態における電子の応答を

光学的に研究している。共役系高分子にドーピングを行う

とポーラロンと呼ばれる電荷キャリアが高分子主鎖上に生

成することがある。ドーピングされていない状態では可視

光領域に強い光吸収を示すが、ドーピングにより可視光

領域から赤外光領域にわたる広いエネルギー領域にお

いて、ポーラロンに由来する特徴的な吸収を示す。ドーピ

ング状態について光学測定を行うことにより、電荷キャリア

の性質を明らかにする。この研究に必要となる薄膜の評

価において、本プラットフォームの装置を利用した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  

 段差計 Dektak150 

【実験方法】 

 本プラットフォームの装置である段差計を用いて、高分

子薄膜の膜厚測定を行った。薄膜の一部を剥離し、その

部分における段差を測定し膜厚とした。膜厚のデータは

光学定数を求める際に用いる。 

上記以外の試料作製および光学測定は利用者の所属

研究室において行った。試料は、ジオクチルフルオレンと

ベンゾチアジアゾールからなるドナーアクセプター型共役

系高分子 F8BTである。スピンコート法により CaF2基板

上に無配向薄膜を作製した。膜厚測定は無配向状態に

ついて行った。この膜をラビング処理することにより配向

薄膜を得ることができる。ドーピングは薄膜をドーパント溶

液に浸すことにより行った。分光測定は、分光光度計およ

び顕微ラマン分光装置を用いて行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

無配向薄膜および配向薄膜の吸収スペクトルを測定し

た。その結果、ラビング方向に高分子主鎖が配向し、ポー

ラロン状態は高分子鎖方向の偏光に対して強い吸収を示

すことが分かった。さらに、ドーピング状態のラマン散乱測

定を行い、ドーピング濃度に依存したラマン散乱スペクト

ルの変化を明らかにした。これまで、ドナーアクセプター型

ではないいわゆるホモポリマーの典型物質であるポリチオ

フェンのドーピング状態の光学応答についても研究してき

た。そのデータと比較することにより、ドナーアクセプター

型共役系高分子のポーラロン状態について明らかにする

ことができた。これらの知見をもとに、ポーラロンの光励起

状態の詳細な理解へ向けて、研究を展開している。 
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